
文京区地域精神保健福祉連絡協議会

コア会議

令和3年9月30日 18：00～19：30

令和3年10月1日 14：00～15：30
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本日の流れ

• 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けた動き

• 文京区における協議会の流れ（本日の目的）

• 事前にいただいたアンケートの共有
一部、事務局より共有させていただき、
各団体の取り組みについて参加者より共有いただきます。

• 意見交換
既存の取り組みを把握した上で、
強化した方が良いと思われる取り組み、不足している取り組み、
課題やアイデア等を共有

2



• H16「精神保健医療福祉の改革ビジョン」
「入院医療中心から地域生活中心」という理念

• 精神疾患を有する患者の数は増加傾向
H29には約420万人、患者数では脳血管疾患や糖尿病を上回る

• H29「これからの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会」
精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが地域の一員として
安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、医療、
障害福祉・介護、住まい、社会参加（就労）、地域の助け合い、
教育が包括的に確保された「精神障害にも対応した地域包括
ケアシステム」を構築することが適当

• R2「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
にかかる検討会」の設置 3



精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築（イメージ）
厚労省資料
より抜粋
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• R元年度『文京区地域精神保健福祉連絡協議会』を
「にも包括」の構築に向けた協議会の場として位置付け

• R2年度「にも包括」の概要と協議の場の役割について、
理解を深めるための講義を実施

• 地域アセスメントを目的として、『精神障害にも対応した地域
包括ケアシステムの構築に向けた地域の課題の共有のための
アンケート』を実施・集計後、協議会にて共有

地域アセスメントを深め、委員間で地域の状況に対し、
共通認識を持つためにも、もう少しざっくばらんに
議論する時間をもってはどうか？
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•現状分析、協議の場を通じて自治体、保健所、医療機関、

福祉事業所等、関係者間で地域の課題を共有する
地域の課題の共有

目標設定

• ケースの支援を通じて、関係者が顔の見える関係を構築する

•連携により既存の資源・仕組みを有効活用

個別の支援を通じた

連携構築

成果の評価

• 本人やご家族との信頼関係構築、支援の方向
性の共有を十分に行う

• 所沢市および他の支援関係者との連携構築を重
視し、地域で包括的に支援する体制を

•協議の場で年度ごとに目標（できれば数値目標も）を設
定し、目標達成のためのプランを検討する

•一定期間ごとに進捗状況、目標達成状況を確認し、プラン
を見直す

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築プロセス

＜構築プロセス例＞

評価及び見直し
各個別テーマ毎に
実施可能なものか
ら協議・実施

「地域アセスメント」の共有

・「地域ビジョン（地域のあるべき
姿）」と具体的な目標の設定
・役割分担とロードマップの作成

「地域アセスメント」
の実施
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厚労省会議資料に加筆 令和2年度
第一回
地精協資料より
※一部加筆
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令和2年度
第二回
地精協資料より



文京区の精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を目指して

○精神障害のある文京区民も、同じ区民の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加（就労
）、地域の助け合い、教育が包括的に確保された文京区の地域包括ケアシステムの構築を目指す必要がある。

○このような精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築にあたっては、計画的に地域の基盤を整備するとともに、文京区や障害福祉・介護事
業者が、精神障害の程度によらず地域生活に関する相談に対応できるように、区内の保健・医療・福祉関係者による協議の場を通じて、精神科医療
機関、その他の医療機関、地域援助事業者、文京区などとの重層的な連携による支援体制を構築していくことが必要。

○精神障害のある文京区民も、同じ区民の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加（就労
）、地域の助け合い、教育が包括的に確保された文京区の地域包括ケアシステムの構築を目指す必要がある。

○このような精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築にあたっては、計画的に地域の基盤を整備するとともに、文京区や障害福祉・介護事
業者が、精神障害の程度によらず地域生活に関する相談に対応できるように、区内の保健・医療・福祉関係者による協議の場を通じて、精神科医療
機関、その他の医療機関、地域援助事業者、文京区などとの重層的な連携による支援体制を構築していくことが必要。

東京都地域生活移行支援会議、圏域別会議 8

介護・訓練等の支援が必要になったら･･･

障害福祉・介護病気になったら･･･

医療

安心して自分らしく暮らすために･･･

社会参加（就労）、地域の助け合い、教育（普及・啓発）
お困りごとはなんでも相談･･･

様々な相談窓口

■地域生活支援拠点

（障害福祉サービス）
■在宅系：
・居宅介護 ・生活介護
・短期入所
・就労継続支援
・自立訓練 等

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護 等

■施設・居住系サービス
・施設入所支援 ・共同生活援助
・宿泊型自立訓練 等

通所・入所

訪問住まい

企業、ピア・サポート活動、自治会、ボランティア、NPO等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・精神科デイケア・精神科訪問看護
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

病院：
急性期、回復期、慢性期 通院・入院

訪問

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

訪問相談にも対応します。

・地域包括支援センター（高齢）

・市町村（精神保健・福祉一般相談）
・基幹相談支援センター（障害） ・自宅（持ち家・借家・公営住宅等）

・サービス付き高齢者向け住宅
・グループホーム 等

・精神保健福祉センター
（複雑困難な相談）
・発達障害者支援センター
（発達障害）
・保健所
（精神保健専門相談）
・障害者就業・生活支援
センター（就労）
・ハローワーク（就労）

（介護保険サービス）
■在宅系：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護 ・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護 ・福祉用具・24時間対応の訪問サービス 等

■介護予防サービス

■文京区

バックアップ

バックアップ

文京区地域精神保健福祉連絡協議会 文京区障害者地域自立支援協議会

実務者連絡会、地域移行支援検討会議、地域生活安定化会議 各部会・定例会議等

＊金川
私見

近隣区、精神保健福祉センター管轄、東京都全体

令和2年度
第一回
地精協資料より



文京区の精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を目指して
～社会参加(就労)、地域の助け合い、教育(普及・啓発)編～

東京都地域生活移行支援会議、圏域別会議 9

安心して自分らしく暮らすために･･･

社会参加（就労）、地域の助け合い、教育（普及・啓発）

企業、ピア・サポート活動、自治会、ボランティア、NPO等

■文京区

バックアップ

バックアップ

文京区地域精神保健福祉連絡協議会 文京区障害者地域自立支援協議会

実務者連絡会、地域移行支援検討会議、地域生活安定化会議 各部会・定例会議等

■地域生活支援拠点エリア

文京区の特徴・強み
・
・
・

文京区の課題等
・
・
・

文京区○○エリアの特徴・強み

・
・
・

文京区○○エリアの課題等

・
・
・

文京区の取り組み
・
・

文京区の今後の取り組み（アイデア等）
・
・

各種資料を基に作成 令和2年度
第一回
地精協資料より
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• 精神疾患への偏見と差別を減少させ精神疾患への応急対応法を
伝えることを目的としている
メンタルヘルス・ファーストエイド＊

の考え方を活用した普及啓発及び事業化が考えられる

メンタルヘルス・ファーストエイドの考え方を活用している例

・自殺対策におけるゲートキーパー養成

→ 専門性の有無にかかわらず支援の輪を広げる

・認知症サポーター養成
→ 地域住民が認知症の方の支援の輪に入る取組み

• 可能な限り早期に精神疾患や精神障害への理解を促進する観点
からは、学校保健と連携した普及啓発が今後も重要
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文京区内の活動で把握されているもの アンケートより
【地域の助け合い・教育（普及啓発）】

• 文京区 ホームヘルプ研修

• 自殺対策を支える人材育成（ゲートキーパー養成講座）

• 心のふれあいをすすめる会の市民講座（精神保健福祉講演会）

• 共生のための文京地域支援フォーラム＊

• 文京区 精神保健講演会

• 文京MCA家族のひろば

• 文京総合福祉センター祭り＊

• 社会福祉協議会実施の地域サロン活動（こまじいのうち等）

• 心のふれあいをすすめる会（地域交流祭、ふれあいバスハイク）

• 文京区 心の健康ガイド＊

• 心のバリアフリーハンドブック＊

• こころの病をもつ方が使える 主な保健・福祉制度＊ 13

研修等

講演会

発行物

活動、イベント等
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団体等で実施している活動
（こまごめ緑陰診療所）

• 依存症の回復について知っていただくために
月に1回AA（アルコーリクス・アノニマス）というアルコール
依存症の自助グループの方に来ていただき、
通院患者様やご家族に依存症という疾患や回復について
理解の一助になるような機会を設けている
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団体等で実施している活動
（文京家族会）

• 文京MCA家族のひろば（講演会、勉強会）

• 例会（文京家族会）

• こころのふれあいをすすめる会（講演・バスハイク）

• 文京総合福祉センター祭り

• 家族会の会員のピア相談支援（適宜対応）

• つくし会（東京都精神保健福祉家族会連合会）

• みんなねっと（全国精神保健福祉会連合会）
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団体等で実施している活動
（地域活動支援センターエナジーハウス）

• バザー、精神保健福祉講座

• オープン夕食会

• ほおずき市の参加

• 高齢者センターボランティア

• 世の中お助け隊、社協夏ボランティアの受け入れ
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団体等で実施している活動
（日本医科大学付属病院）

• 地域向けの普及啓発活動は組織としては行っていない
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団体等で実施している活動
（銀杏企画）

• 地域住民団体（街ing本郷）との連携
（花壇整備、百貨店祭りなど）

• 地域イベントへの参加

• （福祉まつり、東大ホームカミングデイ、町内会防災訓練など）

• 夢の本箱の設置

• 家族教室の開催（文京MCAの皆様へのお声かけ）

• 本郷消防署 防災コンクールに出場（2年連続優勝）
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団体等で実施している活動
（東京大学相談支援研究開発センター）

• COVID-19流行下でのメンタルヘルス維持のための啓蒙活動
（ホームページ上）
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団体等で実施している活動
（地域活動支援センター あかり）

• 心のふれあいをすすめる会の精神保健福祉講演会への協力

• ふれあいの集いへの参加

• 地域支援フォーラム 実行委員会として参加
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団体等で実施している活動
（訪問看護ステーションほのぼのらいふ）

• 精神疾患のご利用者様、ご家族様へ講演会等がある情報を得た
場合には情報提供している

• 訪問時に精神疾患に関係すると思われる情報をキャッチした場
合は、あんしん拠点や基幹のお話をし、連絡先をお伝えするよ
うにしている
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団体等で実施している活動
（社会福祉協議会）

• 地域福祉活動助成事業（自主的に実施する社会福祉の推進する
事業に対して、経費の一部を助成する。）

• 精神障害者の福祉の向上を目的とする事業（講演会や学習会、
制度や施設を紹介する冊子作成など）に一部助成している。
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団体等で実施している活動
（文京区基幹相談支援センター）

• 過去コロナ前は、福祉センター祭りにおいて幻聴体験のコー
ナーの設置、当事者の方との交流の場を設けていた。

• グループホームの町会活動に参加して、自分たちの法人の取り
組みや、障害のある方が地域で暮らしていることを理解しても
らっていた。

• 民生委員の勉強会に呼んでいただき、精神障害も含めた障害理
解を深めるための話をさせてもらった。
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団体等で実施している活動
（銀杏企画 当事者）

• 銀杏企画の家族教室

• 花壇の手入れ

• 共生のための地域支援フォーラム
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団体等で実施している活動
（精神保健福祉センター）

• ホームページ、リーフレットや広報誌の発行

• 電話相談、面接相談、家族会（依存症、思春期）

• デイケア（本人）

• 依存症フォーラム（3センター合同）
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